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人に寄り添うスマートな（賢い）ロボットを

実現するための革新的な要素技術・基盤技術開

発と、これらの統合化・モジュール化を可能と

する研究開発のプラットフォーム構築の必要

性について、科学技術振興機構（JST）研究開

発戦略センター（CRDS）でまとめられた戦略

提案書

1)
を基に紹介する。 

 
背景：背景：背景：背景： 少子高齢化が進むこれからの社会にお

いて、負担の少ない高齢者介護、持続可能な社

会インフラ保守管理、災害やテロに対するセキ

ュリティ強化などの課題を解決するためには、

人間が苦手な作業の代行や人間の能力を強化

するロボットの活用が望まれる。特に、今後発

展が期待されるサービス分野では、人間との共

生が前提となるため、スマート化、高性能化、

低価格化などとともに、小型軽量化や安全性向

上が求められ、これらを考慮したロボットの開

発および関連する基盤技術の構築が必要であ

る。また、コアとなる材料や部品、モジュール

の開発を通して、世界をリードする我が国のも

のづくり力を強化することも必要である。 
 
新たな新たな新たな新たな分野融合の分野融合の分野融合の分野融合の必要性必要性必要性必要性：：：： スマート化、小型

軽量化、安全性向上のためには、従来のロボテ

ィクス・メカニクスの要素技術に加え、柔らか

く軽い素材を用いたソフトロボティクス、環境

の変化に柔軟に対応できる制御技術など新た

な要素・基盤技術やそれらを統合したモジュー

ル開発が必要になる。このためには、ロボット

分野だけでなく情報通信、ナノテクノロジー・

材料、ライフサイエンス・バイオなど異分野の

研究者、ロボットシステムやサービス分野の技

術者などが密に連携する新たな技術開発が求

められる。 
 
研究課題：研究課題：研究課題：研究課題： Fig.1 にロボット要素・基盤技術

の研究課題を示す。動力系では、軽量、高効率、

高出力の新たなアクチュエータの開発が重要

である。特に空気圧利用などのソフトアクチュ

エータの開発が望まれる。センシングでは、小

型・軽量、低価格で、高い信頼性や安定性・再

現性を持つ視覚・聴覚・触覚・嗅覚など各種セ

ンサの開発が重要である。制御系では、自律的

動作や他のロボットや周辺機器との協調動作

を可能とする観測・認識・予測技術、高速通信

技術、予測できない環境変化への対応技術など

が重要である。さらに、具体的なロボットやロ

ボットを使うシステムの実現を目指して、もの

づくりの視点でこれらの技術開発を進めるこ

とが重要である。 
 
推進方法：推進方法：推進方法：推進方法： 研究開発の推進に当たっては、中

長期の戦略的な取り組みが必要である。特に、

異分野融合での新たな要素技術・基盤技術の開

発とともに、先に述べたモジュールレベルの機

能実証やその試験的利用ができるプラットフ

ォームの構築と、このプラットフォームを活用

し産学官が連携して研究開発を行うオープン

な研究開発拠点の構築が重要となる。また、分

野融合には学会の役目が重要であり、ロボッ

ト・機械関係学会や応用物理学会などが連携し

た新たなコミュニティを構築することが望ま

れる。 
 

 Fig. 1 R&D issues of basic technologies for robots. 
 
1)http://www.jst.go.jp/crds/report/report01/CRDS-
FY2015-SP-03.html 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)15p-416-2 

© 2017年 応用物理学会 100000001-082 S17

 


